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流動 パ ラフィンに包理 し,感 染せ しめた場合 の結核 菌の病原性,

毒 力 の 特 殊 な 修 飾 に つ い て

1.　 入 型 結 核 菌

土 井 和 雄

京都大学結核研究所細菌血消学部(指 導 植田三郎教授)

国 立 京 都 療 養 所(所 長 蒲田小吉博士)

受 付 昭 和35年6月22日

緒 論

Hagen & Levine 1)をは じめ として多数の研i究者2)～17)

は結 核加熱 死菌に流 動パ ラフィソ(以 下流 パ ラと略 す)

その他各種Adjuvantを 付加 し,また生沼1),山 田14),

出口16)は 少量のBCG生 菌 に流 パ ラを付加 して動物

に接種 し,そ の感染防御力 に 与 える 影響 を 観察 してい

る。 しか しなが ら結核生菌に流 パ ラお よび その他の油脂

を付加 して動物 に接種 し,菌 の病原性,毒 力が どの よ う

に変化す るか について吟味 した報告はい まだみない よう

て・あ る、,

最近岡 田17)は 流パ ラ加結 核加熱 タビ菌 ワクチン1こよる

感作,免 疫機序 の検討 にお いて,流 パ ラ死菌 ワクチ ソは

食塩水死菌 ワクチ ンに比すべ くもな く顕著 に大量の菌休

が流 パ ラに殴着,運 搬 されて,臓 器組織 内に速やか に撒

布 され,ほ とん どすべての菌体が細胞 に寅喰 され ること

な く,流パ ラ滴 に密接 して存在 し,臓器組織 内には大量の

単核球 の游 出を うかがい えた と記載 した。著者 は岡 田17)

の研究 に示唆 を得 て,感 染 の 自然 の過稚 に沿っ て観察す

るとい う在来 の方法 によ らないで,む しろ 自然 の過程 を

破壊 して,す なわち流 パ ラに包埋 した結核生菌 を動物 に

接種 し,菌 が容易 に細胞 に貧喰 され ることを妨 げ るよ う

に した とき,は たしてその菌の病原性,毒 力が どのよ う

に修飾 して表現 され るか を観察 した。本編 においてはま

ず 人型結核菌 を供試 し,そ のマウスに対す る病原性,毒

力が上記 のよ うな感染方法 によっ て どの よ うに修飾 され

るか,ま たその修飾 ははたして どのよ うな機転 によって

招来 され る ものか を多少 とも検討 した。

実験 その1H37Rv株

毒力 の強 いH37Rv株 を供試 し,流 パ ラ菌液 および対

照 として食塩水菌液 をマ ウスの腹腔 内に接種 し,生 残 日

数および臓器病変 を肉眼 的に,ま た臓器割面か ら圧印標

本を作製 し,菌 の増減,消 長 を鏡検 的に比較検討 した。

〔方法 〕

グ リセ リソブ イヨン3週 培養 の菌 を20mg/mlに な る

よ うに流 パ ラあ るいは食塩水 を加 えて菌液 を作製 した。

均 一系マ ウスH系 の 生後1ヵ 月の 体重約159の も

の60匹 を30匹 宛2群 に 分 か ち,1群 には 流 パ ラ菌

液 を,他 群 には食塩 水菌液 の0.5ml(10mg)宛 を腹

腔 内に接種 し,各 群 と も15匹 は 生残 貝数の 観察 に供

し,残 りの15匹 は接種後24時 間,1,2,3,4,5,6,7,

8,10,14,18週 に麻 酔致 死せ しめて,各 臓器 の病変 を

肉眼的に観察 し,同 時に肺,肝,脾 お よび腎の割面 の圧

印標 本を作製 し,Ziehl-Neelsen染 色 を施 して鏡 検 し菌

の消長 を追跡 した。臓器か らの定量培養 ももちろん試み

たので あるが,菌 が流 パラ滴に密着 してい るた めに定量

培養 によって得 られ た生菌数 の数値 には方法 の性質 ヒは

た して どれだ けの信頼が おけ るか疑 わ しい と考 え られ る

ので,そ の成績 の記載 は省略す る。

〔成績 〕

(1)　生残 日数 の推移

Fig. 1に 示す よ うに対照 の食塩 水菌液 では接種後14

日か ら死亡 しは じめ,43日 で使 用マ ゥス15匹 が すべ

て死 亡 し,T50は26日 であった。 しか るに 流 パ ラ菌

液 では 供試 マ ウス15匹 の うち8匹 が60日 後 か ら

Fig. 1 The dead percent of the mice inocu

 lated intraperitoneally with 10 mg of 

virulent H37Rv strain.

Line I: animals inoculated with Hd7Rv strain

 embedded in liquid paraffin. 

Line 2: mice inoculated with saline suspension 

of H37Rv strain.
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100日 後の間に死 亡し,残 り7匹 は200日 後 なお生残

した。上記の よ うに流 パ ラ菌液 は食塩水菌液 に比 して接

種 てウスの生残 日数 をか な り顕著 に延長 し,と くにあ る

貝数 以上生残 したマ ウスの死亡は顕著 に延長 し,正 規分

布 を と らな くなつた。すなわ ち強毒菌H37Rv株 を流 パ

ラに包埋 し,マ ウスに感染 させ ることに よって その病原

性,毒 力の表現 は食塩水菌液 に比 してやや顕著 に減弱せ

られ るこ とを知 つた。

(2)　臓器 の肉眼 的変化 の推移

食塩水 菌液 では1,2週 後 に腸間膜淋巴 腺の腫 脹膿 瘍

化 が出現 し,引 き続 き肺に粟粒 大結 節 を生 じ,ついで乾酪

化 し病 巣は増大 した。2,3週 後か ら肝,脾 わ よび 腎 に

もまた結核 性病巣 を認 め,こ れ ら臓器 と大網 お よび腸間

膜淋巴腺 との癒藩が漸次増強 した 。しか るに流 パ ラ菌液

において は1週 後か ら腸間膜淋巴腺が粟粒大 に腫脹 し,

肝,脾,胃,腎 および大網 の癒着 を認 めた。 これ らの癒

着 は脾 を中心 としてみ られ,3,4,5週 と経過 す るに従

って増 強 され,か つ これ ら臓器 の表面 は結 含織 性の被 膜

で被覆 された。 しか し肺,肝,脾 等 の臓器には10週 後

までには結 核性病変は み られ なかっ た。14週 後 には両

肺 に粟粒大の結節 を認 め,肝 および脾 に も数 コの粟粒大

結節 を認 めた。18週 後 には 上記病変が増強 した。 す な

わち流 パ ラ菌液 では食塩水菌液 に比 しで 一般 にマ ウスに

おけ る結核性病変 の出現が顕著 に遅延 され,流 パ ラ菌液

接種 のマ ウスの生残 日数が食塩 水菌液 に比 し,や や顕著

に延長 された事 実 とよ く平行 した。

(3)　臓器組織 内の菌の消長

食塩水菌液 で は24時 間後いずれ の臓器 中に も少数 の

菌 を認 め,2週 以後 では各臓器 とも菌数 は増加 し,朗 ら

か に増殖 を思 わせ る配列 を示 してお り,し か もこれ らの

菌集団 はほ とん ど細 胞内に存在 していた。一 方流 パ ラ菌

液 では趣 を異に し,24時 間後 すでに臓器中に弱拡 大(×

80)で 多数 の流 パ ラ滴 を認め,強 拡大(×1,000)で 鏡

検す ると,そ の流パ ラ滴 は20～50μ 内外の ものが多 く

まれには100μ 内外,10μ 内外 の もの もあった。流 パ ラ

滴 に密接 して周辺部 に多数 の菌体 を認 めたが,流 パ ラ滴

を離 れてはほ とん ど菌体 を認 め ることはなかった。1週

後 には流 パ ラ滴 は一般 にやや小形 とな り,菌 は一部にお

いては引 き続 き増 殖像 を示 したが,多 数の流パ ラ滴 にお

いて はがい して菌数の増加 はみ られず流 パ ラ滴の周辺部

に多少 とも集合 す る傾 向を示 した。週 を経 るにつれ流 パ

ラ滴 は減 少 し,20μ 内外 と小 さくなってお り,一方流 パ

ラ滴 に密接 した菌 は増殖像 を示 さずか えって変性,崩 壊

し,抗 酸 性 も弱 くな り顆 粒状 となった。なお10週 後結

核性病変を きた した マウスは各臓器 組織 内において細胞

の内外 に多数 の菌が み られ た。

以 上の よ うにH37Rv株 を流 パ ラ菌液 としてマ ウスに

接種す ると,食 塩水菌液 の場合 に比 して菌 はよ り速やか

にかつ大量 に臓器組織 内に流 パ ラ滴 に密着 した状態 で運

ばれ,細 胞に貧喰 され ることが ほ とん どなか った。また

その後 の経過 では菌 の増加 は著 し く抑制 された。臓器 組

織 内の菌の消長に関す るこの よ うな成績 は上記の生残 日

数お よび臓器病変の観察の結果 とよ く平行 した。す なわ

ちH37Rv株 を流 パ ラに包埋 し,感 染せ しめ るとマウス

に対す る病 原性,毒 力 の表現 は食塩水菌液 に比 し顕著 に

低 弱化 せ られた。

実験その2 Ffankfurt株

H37Rv株 に比 し毒 力がやや弱いFrankfurt株(以 下

F株 と略す)を 供試 し,上 記実験 その1と 同様 にして

流 パ ラ菌液 および対照 として食塩水菌液 を作製 してそれ

ぞれ マ ウス腹腔 内に接種 し,生 残 日数,臓 器 の病変 お よ

び臓器組織 内の菌 の消長 を比較検討 した。

〔成績 〕

(1)　生残 日数の推移

Fig. 2に 賜 らか なよ うに食塩水菌液で は接種後35日

か ら死 にはじめ,80日 で供試 マウス10匹 はすべ て死亡

Fig. 2 The dead percent of the mice inocu

 lated intraperitoneally with 10 mg of 

 F strain.

Line, 1: animals inoculated with F strain 
 embedded in liquid paraffin. 

Line 2: mice inoculated with saline sus
 pension of F strain.

し,T50は52貝 で あった 。 これ に反 し 流 パ ラ菌液 で

は上記 よ りも速 やか にす なわ ち20日 か ら死には じめ,

29日 以 内に使用 マウス10匹 はすべ て死亡 し,T50は

23日 で あっ た。以上 のよ うに 流 パ ラ菌液 では 生残 日数

が食塩水菌液 に比 してやや顕著 に短縮 され,一 見F株

の マウスに対す る病原性,毒 力の表現は増強 された 。

(2)　臓器の肉眼的変化の推移

食 塩水菌液 においては上記H37Rv株 と同様 に1,2

週後に腸間膜淋巴腺の腫脹 ない しは膿瘍化お よび大綱,

脾,胃 等 の腹部臓器 の癒着,大 網 の限局性 の膿瘍化が 出

現 し漸次増大 した。3週 ごろか ら肺に粟粒 大の結核結 節

を生 じ,週 を経 るにつれて乾酪化 し病巣 は拡 大 した。4,

5週 後か ら肝 お よび脾に もまた結 節 を認 め次第 に増大 し

た.し か るに流 パ ラ菌液 では一般に隈 磁 器の変化は急

激 であって,1週 後には腸間膜淋 巴腺,大 網,肝,脾,

胃等 の腹 部臓器が脾 を中心 として相互に堅 く癒 着 し,週

を経過す るに従 つて癒着 は非常 に強 くな り,肝,脾 お よ
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び腎の表面 は結 合織 性の被膜で 被われた。3,4週 後 に

は肺,肝 お よび脾に充血 を認 め出血性の傾 向があった。

なお2週 以後 では 腹腔 内に血性 の やや黄色 を帯 び溷濁

した腹水の貯溜 がみ られた。

(3)　臓器組織 内の菌 の消長

食塩水菌液 では24時 間後 にいず れの臓器 中に も赤染

菌体 を認 め るこ とはで きなかっ た。1週 後 には少数の菌

が見出だ され,3,4週 以後 になると漸次菌数 は増加 し,

5,6週 以後には各臓器 と も非 常に多数の菌 を保 持 した。

しか るに流 パ ラ菌液 に おいては,24時 間後 すでに 臓器

中には多数の微細 な流 パ ラ滴 がやや 多数の菌 を密着 した

状態 で撒布せ られ,上 記H37Rv株 の場合 とほ とん ど同

様の所見で あった 。1週 後 になって も流 パ ラ滴 は減少せ

ず,流 パ ラ滴の周辺部に密着 して存在 したほ とん どの菌

体 は大部 分が増 殖を思 わせ る配列 を示 し,2週 以後 には

増加 した菌 は網 目状 に配列 し,流 パ ラ滴全面 を被 うにい

たっ た。なお流 パ ラ滴 を離れ て赤染 した菌 をほ とん ど認

め えなかっ た。 このよ うに流 パ ラ菌液 におい てはマウス

臓器 内に流 パ ラ滴に密着 して多数の菌が撒布せ られ,週

を追 って菌 数の増加 が著 し く上記の食塩水菌液 の場合 と

は顕著 に相違 した。 この結果 を上記(1)において流 パ ラ菌

液が マウ スの生残 日数を顕著 に短縮 した事 実 と照合す る

と き興味深 い ものが あ る。

実験 その3 H37Ra株

次に無毒化 した人型菌 とみな されてい るH37Ra株 を

供試 し・流 パ ラな らびに食塩水菌液 として10mg宛 を

マ ウス腹腔 内に接種 し,上 記同様の検討 を行なった。

〔成績 〕

(1)　生残 日数の推移

食塩水菌液,流 パ ラ菌液 のいず れを接種 したマウス も

6ヵ 月間の観察中 には死 亡しなかっ た。

(2)　臓器の肉眼的変化の推移

食塩 水菌液 では1週 後数 コの腸間膜 淋巴腺が腫 脹 し,

膿瘍化 したが・週 を経 るにつれ軽快 し遂に消失 した。流

パ ラ菌液 では1週 後脾 を中心 とした腹部臓器 のか な り強

い癒着が み られ,漸 次増強 し,肝,脾 および腎 の表面 は

結合織性の被膜で被われたが,こ の癒着はH37Rv株 お

よびF株 の流パ ラ菌液でみた よ うな鞏固 な もの ではな

かった。

(3)　臓器組織 内の菌 の消 長

食塩水菌液 では24時 間後 は脾 を除 く他 の臓器 のいず

れに も菌 を認 め ることはで きなか った。脾 では非常 に少

数の菌 をみ た。1週 後 には各臓器 中に きわめて少数 なが

ら菌が見 出だ され るにいた り,脾 で は菌数はやや増加 し

た。2週 後 には脾 の菌数は減少 したがその他の臓器 中に

はすでに菌 は姿 を消 した。3週 以後 にな ると各臓器 とも

すでに菌 を保持 しなかった。 これに反 し流 パ ラ菌液 では

24時 間後す でに各臓器 に多数の微細 な 流 パ ラ滴が 散在

し,そ の周辺部にはやや多数の菌 を認 め,上 記 のH37Rv

株 およびF株 の流 パ ラ菌液 の場合にみ られた と全 く同

様 であった。2週 後 にな ると流 パ ラ滴周辺 の菌 は増 殖を

思わせ る配列 を示 し,4,5週 と経過す るにつ れ 網 目状

の配列 をし流パ ラ滴の表面 を被 うにい たつ たが,そ れ は

上記F株 の流パ ラ菌液 の場合 にみ られ たほ どに顕著 な

ものではなか った。7,8週 後 にな ると流 パ ラ 滴上の菌

数は次第 に減 少 し,増 殖 を思 わせ る上記 の ような配 列は

み られ な くな り,大 多数の菌体 は淡 く赤染 し,変 性,崩

壊 しつっ あ るよ うに思 われ た。20週 には 流 パ ラ滴 は 目

立つて小形 とな り,ま たその数 も顕著 に減少 し,そ の周

辺部 に ご く少数の変 性,崩 壊 した顆 粒状の菌体がみ られ

たにす ぎなか った。

総括 ならび に考案

結核菌 の病原性,毒 力 に関 しては古 くか ら多数 の報 告

が ある。 この場合細胞 と菌,体 液 と菌 との関係が重要 な

手掛 りを与え るのではないか と考 え られ る。 この点につ

いて もすでに多数の人 々に よって検討 されて きたが18)～

22) ,そ の研究 方法 は感染 の 自然 の過 程に 沿 つて 観察 す

るよ うに考案せ られ た。著者 はむ しろ感染 の 自然 の過程

を破壊 して,言 い換 えると接種 され た菌が細胞 に貧喰 さ

れ ることをで きるだ け妨げ るよ うに工夫 して感染 させ た

ときに当該 菌の病原性,毒 力の表現が はた して どの よ う

に修飾 され るか を観 察 した。

強毒菌H37Rv株 の流 パ ラ菌液 は マウスの生残 貝数 を

食塩水菌液 の場合 に比 し顕著 に延長 し,ま た一部 腹腔 内

臓器の癒着 を除 いては,臓 器 の肉眼 的変化 は感染 初期 に

はほ とん どな く,結 核結節 は食塩水菌液 に比 し遅れ て出

現 した。 また大多数の菌 は散在す る流 パ ラ滴 に密接 して

存在 し,細 胞内に存 在す ることはほ とん どな く,食 塩水

菌液 の場合 と異なって週を経 る も菌 数の増加はみ られな

か つた。 このよ うにH37Rv株 の病原性,毒 力の表 現は

流 パ ラ菌液 とす ることによって食塩 水菌液 よ りも明 らか

に低弱化 され ることが確認 され た。次 に弱毒菌F株 の流

パ ラ菌液 はマウスの生残 日数 を食塩水菌液 に比 して短縮

し,上 記H37Rv株 の場合 とは逆 であっ た。臓器 とくに

肺,肝 お よび脾には出血性傾向 を認めた。 また菌は流パ

ラ滴 の表面 で顕著 に増 加 したが,食 塩 水菌液 では細胞内

に摂取 され て その増加 は緩徐 であつた。すなわ ち弱毒の

F株 におい ては,細 胞 内よ りもむしろ 流 パ ラ滴 に 密着

してすなわ ち体液中に露 出してい るゆえに菌 の増殖が促

進 され るかの よ うで あっ た。次 に無毒 のH37Ra株 の流

パ ラ菌液 を接種 した マウスは食塩水菌液 の場合 と同様に

1匹 も死 亡しなかったが,流 パ ラに吸着 され臓器組織 内

に撒布 され た菌 は,以 後の経過 中に 一時的 に菌数の増加

を示 した。因 みに 食塩水菌液 では2週 以後臓器内 に 菌
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はみ られなかつた。 以上 の所見か らみ ると,H37Ra株

は細胞内に摂 取 され るとその増殖が ほとん ど不可能 とな

るが,流 パ ラ滴に密着 して体液中 に露 出して存在す る場

合 は増殖が多少 と も可能 なことを推測せ しめた。

上記3株 の観 察の結 果か ら まず 最初に気付 く点 は,

接種 した菌の臓器組織 内にお ける特殊 な撒布の状態で あ

る。強毒菌,弱 毒菌お よび無毒菌のいずれ もが流 パ ラ菌

液 として動物に接種せ られ ると,菌 は流パ ラに吸着 され

た状態 で臓器組織 内に食塩水菌液の場合 よ りもよ り大量

に撒布 された。次に はこの よ うにして流 パ ラに吸着,撒 布

された菌 はほとん ど細胞内に摂取 され ることな く,流 パ

ラ滴に密着 し,体 液中 に露 出した状態で存在 した。因 み

に組織 内に撒 布 された流 パ ラ滴は その大 きさは数 μ～数

10μ で あつた。 もとよ りこのよ うな大 きな流 パ ラ滴が 腹

腔 内か らその ままの大 きさで運 ばれて きた とは到底考 え

られない。お そ らくはそれ ぞれ ご く少数 の菌 を吸着 した

ご く微 細 な粒子 として組織に運 ばれ,し か るのち組織 内

で融合 して大形に なつ た もの と推測せ られ る。 ミコバ ク

テ リウムの油水系にお ける態度 についてはMudd 25)以

来多数の報 告が ある24)25、。 とくに最近大岩26)が 各種

の細菌,菌 類の油水系 におけ る吸着率 を検討 した結果 に

よれば,上 記観察 において も実際 には菌体 は流 パ ラ中に

包埋せ られて存在す るとみ るよ りは,流 パ ラ滴 の表面 に

すなわ ち体液 との界面 に菌体が吸着 され て存在す るもの

とみ るほ うがむ しろ穏 当の よ うで あ る。因 みに表題 に包

埋 と記載 したの はただ単 に慣例 に従つ たにす ぎない 。 こ

の よ うにみれ ば,次 の よ うな考察 も許 され るで あろ う。

無毒のH37Ra株 は細胞 内で は増殖が許 され ないが,体

液 中では多少 と もそれが許 され る。 また弱毒のF株 で は

細胞内の増殖 は初期に はかな り緩やかで あるが,体 液 中

ではやや顕著 に促 進 され る。 しか るに強毒のH37Rv株

では細胞内での増殖はかな り顕著で あるが,体 液 中の増

殖は 目立って抑制 され る。 この ことが流パ ラの介在 によ

って これ ら3株 の毒力 を異にす る人型菌の病原性,毒 力

の それぞれ特 徴のあ る修飾 となって表現せ られ るのであ

ろう。 この結果 は言葉 を換 えてい えば強毒の菌は細胞 内

増殖の能力を もつが,体 液 中での増殖能力が乏 しい。反

対 に弱毒 の菌 は細胞内増殖の能力は弱いが,体 液中での

増殖の能力が強い とい うことではないか と考 え られ る。

もしこの ような考察 が正 しい とす るな らば,細 胞内での

増殖の能力 は弱いが,体 液 中での増殖の能力が多少 と も

強い菌 においては,流 パ ラの添加は その ような菌の体液

中での増殖 を容 易にす る機会 を与え る もの と考 え られ よ

う。また逆 に強毒 の菌 すなわ ち細胞内増 殖力は顕著であ

るが,体液 中での増殖の弱い菌 においては,流 パ ラの添加

によっ てそのよ うな菌 を,し いて体液 中に留 ま らしめ る

な らば,そ の増殖 を不利 にす るとい うことが 当然考 え ら

れ よ う。 この よ うに考察 す るにあたつては,も ちろん細

胞 内あ るい は体液 中の抗菌物質 との関係 を顧慮すべ きは

当然で あ るが,上 記 の結果 はむしろ これ ら毒力 を異 にす

る3株 の入型菌の細胞 内お よび体液 中にわ け る栄養物質

の利用能力す なわ ち代謝能力の差異 とい うよ うなことと

関連 して考察す るほ うが理解 しやすい よ うに思われ る。

上記の所見 は結核菌の病原性,毒 力に関係 した1つ の非

常に興味深い現象の よ うに思われ る。なお上記の観察 に

おいて は流パ ラ菌液 を接種 したマウスの早期死亡 をその

病原性,毒 力の表現の1つ として取 り上げ たわ けで あ る

が,比 較的大量の菌 を接種 し,し か も臓器 内での増殖が

顕著 なので あ るか ら全身的 な中毒,す なわち菌 の毒性 と

い うことも加味 され てい るこ とは当然顧慮すべ きで あろ

う。この点 については後編 において吟味 したい。

結 論

1)　 流 パ ラ菌液 とした場合 は,人 型強毒菌H37Rv株,

同弱毒菌F株 および同無毒菌H37Ra株 の3株 と も,

菌 は流 パ ラ滴 とともに臓器組織 内に食塩 水菌液 よ りはよ

り速やか に,よ り大量 に撒布 され た。 これ は流 パ ラが菌

を吸着 したご く微細 な粒子 として運 ばれての ち,臓 器組

織 内で融合 した もの と考 え られ る。 しか もこのよ うに流

パ ラに吸着,撒 布 された菌 はほ とん ど細 胞に貧喰 され る

ことな く,流 パ ラ滴 に密着 し,体 液 中に露 出 した状態 で

存在 した。

2)　 強毒菌H37Rv株 の流 パ ラ菌液 の感染 はマ ウスの

生残 日数を食塩 水菌液 に比 してやや顕著 に延長 させ,臓

器病変 を もまた遅 れて出現せ しめた。また臓器 内に流 パ

ラとともに撒布 され た菌 のその後 の経過 におけ る増加 は

抑制 され た。 しか るに弱毒菌F株 の流 パ ラ菌液 は食塩 水

菌液 に比 しマウ スをよ り短 時 日内に死 亡せ しめ,か つよ

り顕著 な病変 を生ぜ しめた。また臓器組織 内に流 パ ラ滴

とともに撒布 され た菌 はその後 の経過 中に顕著 な増加 を

示 した。次 に無毒菌H37Ra株 の流 パ ラ菌液 は食塩 水菌

液 と同様 にマウスを死 亡せ しめなか ったが,臓 器 内に流

パ ラとともに撒布 され た菌 はやや増加 を示 した。

3)　 この よ うな結果 は,そ れ ぞれ毒力 を異 にす るこれ

ら3株 の入型結核菌 の細胞 内あ るいは体液 中で の増殖能

力,言 い換 え るとそれ らの環境 におけ る物質利用能力す

なわ ち代謝能力 と関連す るこ とのよ うに推察せ られ る。

終 りに御指導 な らび に御校閲 を賜わっ た植 田教授,蒲

田所長 に深甚の謝意 を表 し,ま た終始御助言 を賜わっ た

上坂助教授,大 岩 博士の御好意 をあわせて感謝す る。

本稿の要 旨は昭和35年4月 第35回 結核病学会 総

会 および昭和34年10月 同近畿地方会において発表 し

た。
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